
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

憲法を行政に生かそう 
みやざき労組 県連絡会の要請行動に参加 
 憲法と平和を守る宮崎県連絡会は、５月１

３日から１４日間かけて団体代表参加による

県内１５自治体を訪間、懇談と要請活動を行

いました。コープみやざき労組からも安藤書

記長が県北の４自治体を訪問しました。 

延岡市長は今年４月『平和市長会』に正式

に加入したこと、日向市は長崎の原爆被爆者

を招き平和教育の一環として被爆体験を中学

校で話して頂いたこと、都農町は町立図書館

に「平和コーナー」設置を予定していること、 

また８月１５日は「戦没追悼サイレン」を各

自治体が実施し、悲惨な戦争体験を風化させ

ないとりくみをつづけているなど、各自治体

は真剣にとりくんでいました。 

（コープみやざき労組・「きずな」から） 

 

５．３０総行動 

最賃の引き上げ、憲法９条守ろう!! 

日日比比谷谷のの総総決決起起集集会会にに全全国国かからら22000000 人人  
 

「ワ―キングプアをなくせ」「憲法９条を

守れ」「後期高齢者医療制度は廃止に」。国民

春闘共闘と全労連、東京春闘共闘、東京地評、

公務労組連絡会の５団体は５月３０日、憲法

改悪阻止や生活防衛の課題を掲げて終日、都

内で総行動を展開しました。 

最賃・人勧底上げや、派遣法抜本改正など

「働くルール」確立を訴え、渋谷、池袋、新

橋などで早朝から駅頭宣伝を行ったほか、最

賃問題では厚生労働省と交渉しました。 

生協労連からも全国で最賃審議委員に立

候補補しているなかまをはじめ、５０人以上

が参加し、私たちの切実な要求を行政機関に

要請するとともに、国会に向けてのデモ行進

を行いました。 

 

平和の尊さを実感しました 
九州地連パート部会 長崎原爆碑めぐり 

「世界の平和と、心の平和を求めて」 

今回の地連パート交流会は、従来の開催地

福岡を離れて長崎で、しかも１泊２日の宿泊、

そして九州大学生協労組からパートのなかま

が参加をするという、パート部会にとって初

物づくしの開催となりました。９単組５１人

の参加で、1 日目はララコープ労組の協力を

得てガイドを伴

っての戦跡碑め

ぐり、２日目は

語り部の方の実

体験に基づく被

爆者の生の声、

平和が大好き、憲法９条が大好き 
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恐怖、怒り、悲しみを涙と共に聞き入りまし

た。２日間の平和学習交流で私たちは職場、

地域、次世代に「核も戦争もない緑の世界

を！」語り継いでいくことを参加者全員で確

認しました。 

◆１日目：５つのグループに分かれて、原爆

資料館からス

タートし被爆

当時の実相、

原爆落下中心

地、浦上天主

堂遺壁、浦上

天主堂、鐘楼

ドーム、永井

隆記念館、如己堂、山里小学校防空壕、平和

祈念像と、ガイドの方の非常にわかりやすく

丁寧な説明を聞きながら歩を進めました。夜

は夕食交流会で昼間の戦跡碑めぐりについて

の感想、単組内や単組間の交流と楽しいひと

時を過ごしました。 

◆２日目：語り部上田亨さんの実体験に基づ

く語り。８月９日学校に行く準備をしている

時、「落下傘付新型爆弾」が落ちてくるのを見

ていたら突然目の前で炸裂。資料館に展示さ

れている写真は、殆ど自分の目で見たもの。

平和だからこそ暑さ、寒さを感じる。本当に

苦しい時は感覚が麻痺してそれさえ感じない。

生きることに精一杯、本当に平和というのは

ありがたい。」と語られました。 

三田村静子さんの紙芝居は、被爆証言に基

づいた松尾あつゆきさん一家の被爆後１週間

を描いたものです。夫婦と子供３人の家庭、

その３人の子供、妻をも自分の手で火葬し、

「何もかもなくして手に残ったものは４枚の

爆死証明書」。会場は静まりかえり参加者は涙

ぐみながら聞き入っていました。続いての業

態別交流会への切り替えに長めの休憩を要し

ました。業態

別交流では店

舗、物流、共

同購入事務、

配送、大学に

分かれてそれ

ぞれの職場の

実態や問題点などを出し合いました。 

ララコープ労組の皆さんお世話になりま

した。 

（九州地連・九州のなかまより） 

 

全全全国国国かかかららら、、、「「「平平平和和和ををを願願願ううう声声声」」」ををを結結結集集集しししよよよううう！！！   

原子力空母の配備を許すな 

７７．．１１３３横横須須賀賀集集会会にに全全国国かからら代代表表をを送送ろろうう  
原子炉を２基持つ巨大艦船=米原子力空母

ジョージワシントンが、今年８月から首都東

京の玄関口横須賀に配備されようとしていま

す。原子力艦船は度々、放射能漏れ事故など

を起こしています。しかも日本政府は検査す

ることもできません。横須賀に向かう途中、

火災事故を起し、あらためてその危険を裏付

けました。動く「原発Jの事故ともなれば、

放射能に汚染され首都圏 3000 万人の命にか

かわる重大な事態が生まれるのではと、不安

の声が広がっているのは当然です。 

横須賀市民の願いを集めての住民投票条

例を求める署名は５２４３８人にのぼりまし

た。日米両政府と横須賀市は平和を願う市民

の声に応えようとはしていません。 

この集会で「平和を願う声」を全国から結

集させ、国と政府、横須賀市を動かしましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆憲法のとりくみ、平和のとりくみの情報を

生協労連までお寄せください 

７．１３ 全国大集会in横須賀 
ストップ！「戦争する国づくり」守ろう憲法９条 

 

日時：７月１３日（日） 

◆文化行事 １２：００～ 

◆開会集会 １３：００／終了後デモ行進 

会場：神奈川県横須賀市 

    ヴェルニー公園 

主催：７・１３大集会実行委員会 

★なお、会場までの交通案内及び会場の地図は別

途配付されるチラシをご参照下さい。 


